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以楽、ソ巡は中一

一

一

一
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・
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を

組

ん一
に

道

け

て

き

た

1

米

同

と

の

関

係

法

化一

一

一

室
コミ一
手
責ての印象一
さやかY
重だったが、
喜一と建
売ζれ
塁側の
突の一
っ
そ
3
5・

一
だというのがソ速の
5
3一
議
け

2
2
3
2一
行
語
れた。

一る
一

語
51M聞の
山
について一
ふ
ん
2
脅
さし
むのも一
出
室
長
E

2よ一
上海

号
日の
堅

手
？

一
わって、E
l

て、双
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滋
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－
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初
動
創
引
額
針
御
努
観
綴
観
毅
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．l
けωh
hyい

F
1
むと一一
ク

と
2H
Hと
6XF
B町え
t、4
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．

定作援
をつ之もはや双方

、ノン容
器で平和終
案話出す一
本社台湾を見捨てるというこ
高凶人民の聞に出来てし去ってい一うになったのに対レ 、ソ速にと二ソ
護今後 、SALT（戦略語一つてはシヨヲクだろっ。だか
き
さとに

は
あ

と反りで
き

ない
し、
識とし一
ぐらいだ
患って、
主
寝
室とか・

一る
京」
を取り
除けるよ
うな
誌
言
語情勢に対
応する方針を打ち一
制服
審）での、
ABM（ミサイ一いって、
ソ
憲
議と対立す
る

わ一
泌を
い

志
向との関係官に
警さる一般を
怒したものは少なかっち一
ワシントン
キッシンジャー補一がい
草てきている 。そして 、ニ一出すととは
意
思ではないだろ一ル
事ミサイル）
想
定
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そ
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思
議
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警
定
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と述べた
きつだが、一
つの
直一ョてきてい
る秘
密タイミングを一
建
国との敵対とい，コ従来の一
要議め、
ニ
ク
νJ
9
8
を一とみて
よ
い・

石
議

室
コミご宇重きいし一はデッドロック長りよげたよう一のな
埋立って台湾
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お伝えさつ・一波
警
警な
ぎ、アヅア・アフ一
層聞の貿易拡大、
欧州の義経一
宅スクワ
昨年米以来、ソ巡の一る・斗
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設などで臼閣の
努闘を
旦和などの点で
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尋
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一
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米中
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ソ
護対中凶非難そ強
め一
と
莞で
い
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妄
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店
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差
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E
E児的ドラマであった米中首脳
いると丙片
寄ればならない ．いず
た
委込みに
ま念ともいえるも
メ1ジの政治」を十分に
蓄し
援護の
毒
装時代とは決定
ア
富m反応は微妙で 、
朝鮮牛島
側支持を打ち出したのであった ・
慧五

人－
口

議
長わり、
米中
品コミ
工一
れにせ
よ、
今回のニクソンm
z
のが
あっ
た・

ていたね
けで、それだ
けに
2、
的に
遣って
おQ
思
議にお
の将来に
委
主つ
3や問胞の
きUたなかで、
印
パ
号、
パ

tt

〆
ヂ

お
議
された ・
共同コ
ミ三一ケ
よ

て米
安の
恋
2
2

2
2
老み
て
いおと、
三

挙協にお
け
る「中
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ける

夜間係がき
わめ
て

患っ
熊で
あ

誌のみ
字、
中凶
ン乞
妄シa

雲寺インドか
誌は

’
4
は、伝ば
草されたとおりの内容
簿くなり、はずみのついた歯車の
ではきびしい報
導型しきなが
「アメリカブ1ム」がセキを切っ
務動的であいまいで
きとともに
の友好関でありながら 、いまだに
桑溺アツア会織にお
き
遣し
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Y

4
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であ
っ
たが、
鍔一
に
米
中双
方
髭・
よ
う
に、
米中
護
は、
主
主
盆

ら、
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遺
宮、
柏
市ぶ
品
き
て
広
がり、
ζ
の
ζと
が米
襲
撃』

悶
緊
法
案
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い
く
飽
もの
アメ
リ
カの
北
雫
主
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つ
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あ
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ソ速
の
働向
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司
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・

；
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会
今回の世界に
は大間外一ぷのみ
照
比一冶

だが、
いう患でもなく、
共同コ

ら援H肉に聞いてお
Qニクソン
では
解決しえない
開制がま
す塁9
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民

三

ニ

ケ

は

今別

の

誉会議

の

禁

の建立さ米・中

双必

の悶良

と
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つ
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が
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い
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で

あ
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・

い

孟

宮部双方の奇わめて

慎芸能淑
治的

置が考慮這
れねば
まず、
同りる嗣際政
務
あ主
うを改めて
りやすいだ
けに、それなりの
リス
めは巡むほど、
今回のコミ
f一ケ
訪ソし、
ブレジネ
フ・ソ巡
器量
次は 、
合
露

嬰あるが、コミ
と
邸ー

のもとに
託したものと
控げれ
ニクソンにとっては
あ放の
義
建
喜られた ・
舎の肉
援沿
クも
きととを忘れては
きま
にある「中肉は
却回大凶にならな
まと
舗
の会援をおこなってい
よケにあ
雲つに 、双方ともか
東五

ぽ
伝
子、
そも
そむ
透
遺
伝
償
提
出側にとって
は林
援か
においては「イメージの
政治
」と
い。

ー

ど
という閉店
主にぬかかわ
る
嘘も
持される
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宅宮中
な
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とのm
Mそ解
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がお三ない
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44とうした
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主

ごぶさしていると

と立さ

らない

然として
四ロベール
に包まれた
ま

裂
をい－つ
鑑が
きζとはい
いに
謡
させたのである。もと
よ

雲伐に
よって、
米中聞はとれで
日商のなかで、
それにとりとほさ
成したがゆえに、
コミ
よケ
にも
れる。
だが
同時に、
今回の
会綴
本が臼

訟である
百に、
コミa－一ケ
容
量でもない ・それ
だけに 、
米中
り、

米中将脳と
も北
遜必での
閉山一軽
自
民
誌に
をたとも
れてゆく
直
2
．包

装弱火す
見合れ
主つに、
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札に
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スな川
Mm
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と
も
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叫
に
か
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何十叫日品、
すべ
て、
と
の
「
イ
い
ろ
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し
か
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ま
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の
栓
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と
く
に
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に
あ
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に
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て
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叫
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当
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い
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野県は円以
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袋内
側般の
凶
か
らの

湖り門て
量
生
附
凶

地巡山崎
は
大尉の
締

繋栄
市
近

郊的、活

保巡
を

ご富

栄の主－霊はじめ農業の停浜、名古録、京阪神などの喜
四十七年度の室戸川猿のさ芳七
千三喜一
塁£市町村としてきに力そ入れる方針だが、一方知修
理長忠則L

KMM向の中で、
長
野県
内防法方
市との時間的住V
か句小し、もの間分では、
伎にAおの
譲別
に
湖21てることができないた
が、

肉体的t
は岬霊なとととも
の
パ
鑓帯内凶
地i

〔話皆

川
さコTQかは一un
盛だ
はやかつてのように交
通不便な
刑分の
ぷとして
卑
と川被縫
めだという ・しかし、とれでは
に
お山から
日制の
叫ιで行なわ
J酬はおで
きた
めよ
vv鑑

が、
県

当窓M詮
まとめた「地
迷隔
地減ではなく
な
り
つつ
あ
林省のやり方に従い、
①凶十四
「誘噂方
巴
で

稲作転換序長巡
れるものだ＠
長野県は
尚州
地税
ずべきだと
してい
る。
ζコいう
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約四別

rLMの
援方るω
しかも、
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大都市葉
保安でつ
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謡曲目府wM
し、
立、
問

必長以をおくと
など
内先．
もあるので、
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労の巧
え方
草
分間wmされむ
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事型
地
控同
町迦にエ

岨事態諸にか
い入れ災鎖 、命制十四日悼し米の
いて
て弘司工除にはその促込に

促一帯強誠
一間築時間じるのはよ
い
Ha申晶 、
制特定して
取りrげら

分、
四
十七
年間
44
3
など
三
わ
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議
に
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一議
滋

幸福

震災誌の
護
寝

室
入れ
て
は
い
ない
と
と
に
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が、

県追

突落語震
れ
て
い
る。
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